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結果：2 つの教育機関の 16 名の教諭に配布し 15 名から回答が得られた (回収率 94％ )。  
ストレス状況にある子どもの特徴：子どものストレスを教員が感じた経験、対応した経
験は全員が「有」と答えた。具体的状況としては「家族関係に問題がありそうな時」 (11






験は 14 名が「有」と答えた。発生状況等の傾向では育児負担 (13 名 )保護者自身のメンタ
ルな問題 (12 名 )が多かった。その対応として「相談の場を設けた」 (11 名 )や「教員同士で
の話し合い」 (10 名 )で、その結果「保護者の肯定的変化を感じた」者 (10 名 )であった。し
かし「保護者への対応に限界を感じた」者 (3 名 )もいた。これまでに地域の専門機関との
連携「有」(8 名 )で連携機関は保健所 (4 名 )児童相談所、発達の専門機関等 (3 名 )であった。  
教育プログラムについての評価：改良する点については「さらに平易な表現にする」 (4
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